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１ はじめに 
2002 年度（平成 14 年度）も終わりが近づいて

きました。2003 年度に向けていろいろな活動の準

備が進んでいます。 

１）2003 年度の年会費をお振込みください！ 

 応用生態工学会の規約では、年度を 4月 1日～3

月 31 日として、会員の年会費は前年度の終わり（3

月 31 日）までに振り込んでいただくことになって

います。よろしくお願いします。 

【年会費】 

 正会員 ： 年額 5,000 円 

学生会員 ： 年額 2,000 円 

賛助会員 ： 年額 一口 100,000 円 

【振込口座】 

〔銀行口座〕 

銀行名 ：東京三菱銀行 麹町支店 

口座名義：応用生態工学会 代表西浩司 

（ｵｳﾖｳｾｲﾀｲｺｳｶﾞｯｶｲ ﾀﾞｲﾋｮｳﾆｼｺｳｼﾞ） 

口座番号：（普通）１３０２９２０ 

（会の名称変更に伴い、口座を新設しました。） 

〔郵便局〕 

口座名称：応用生態工学会 

口座番号：００１４０－７－４０４２７５ 

 

２）福岡でのシリーズ講習会「流域環境と空間情

報システム」が、平成 15 年 4 月 26 日を第１回と

して開催されます。詳しくはホームページ、チラ

シをご覧ください。 

３）東北地域の皆様へ 

応用生態工学会では、各地域で基礎講座、シン

ポジウム、フォーラム、ワークショップ、現地見

学会等を開催し、さまざまな分野の方々の交流を

行ってきました。東北地域では 2000 年に基礎講座

を開催しましたが、2003 年度からの新たな活動の

推進を目指して準備を進めています。ぜひご意

見・ご要望をお寄せください。また、実行委員と

しての参加もお願いします。 

４）第７回大会日程 

2003年度に開催する第７回の大会の日程が決ま

りました。研究発表のご準備をよろしくお願いし

ます。今回は第３回の琵琶湖大会に続いて２回目

の東京以外での開催となります。現地見学などの

企画も検討中ですのでご期待ください。また、実

行委員を募集いたします。事務局までご連絡くだ

さい。 

【第７回大会日程】 

〔開催日〕 

2003（平成 15）年 10 月 3 日（金）～10 月 5 日（日） 

〔会場〕 

福岡県北九州市・九州国際大学 

〔開催行事〕 

・総会 

・研究発表会（口頭発表、ポスター発表） 

・公開シンポジウム（海外からはオーストラリ

アの研究者を招聘する予定） 

・エクスカーションやミニシンポジウムの企画

も検討中です。
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６ 松江フォーラム参加記 

「自然再生事業と市民活動－霞ヶ浦・琵琶湖・宍道湖・中海－」 に参加して 
島根大学生物資源科学部 相崎守弘 

 

 当会パートナーシップ委員会の企画として、

2002年 11月 2日～3日に島根県松江市で開催され

たフォーラム「自然再生事業と市民活動」に現地

実行委員として参加した。このフォーラムは、霞

ヶ浦、琵琶湖及び宍道湖・中海で自然再生のため

市民の立場で活躍されている３氏から話を伺い、

市民レベルでの取り組みのノウハウ、あるいは活

動を行う上での悩みや問題点、将来像などについ

て討議することを目的として行われた。  

  ３日のフォーラム開催に先立ち、２日に宍道湖

西岸で行われている湖岸再生事業についての現地

見学会が行われ、約 50 名の参加があった。当日は

あいにくの天気であったが見学会が行われた午後

には雨も上がり、現地に降り立っての見学が出来

た。この湖岸再生事業は鳥取県西部地震の宍道湖

岸緊急災害復旧工事として国土交通省出雲工事事

務所により行われた事業で、西岸約 6.8km にわた

り植生湖岸が再生されていた。工事終了後あまり

時間が経過していないことから植物が繁茂してい

る状態からはほど遠かったが、従来のコンクリー

ト製垂直湖岸に比べて親水性が増し、また推移帯

の復活も望める構造になっていた。この事業では

「斐伊川くらぶ」が発案した竹ポットによるヨシ

の植栽が特徴となっており、この活動については

３日のフォーラムで飯田氏より詳しい説明があっ

た。 

 ３日のフォーラムは松江テルサを会場として約

80 名の参加があった。午前の部ではまず、NPO 法

人アサザ基金理事長、飯島博氏から霞ヶ浦を中心

として行われている「アサザプロジェクト」の概

要、さらに範囲を広げた「渡良瀬未来プロジェク

ト」などについて話された。続いて、琵琶湖自然

環境ネットワーク代表の寺川庄蔵氏から「琵琶湖

におけるレジャー規制と市民の実験」というタイ

トルで、この 10 月に成立した「琵琶湖のレジャー

利用の適正化に関する条例」の抱えている問題と、

市民がつくる琵琶湖レジャー規制条例案の取り組

みについて報告された。最後に NPO 法人斐伊川流

域環境ネットワーク（通称「斐伊川くらぶ」）事務

局長の飯田幸一氏から斐伊川くらぶ設立の経緯と

活動内容及び竹ポットで特許を取得した経緯など

が話された。 

 午後からはパートナーシップ委員会メンバーも

加わりパネル討論会が國井秀伸委員長を座長とし

て開催された。そこでは、会場からの質問に答え

る形で、会の財政や事務局員の数、どのようにし

て専門家をパートナーとして取り込んでいけばよ

いのか、学校で行う環境教育との関わり方など多

岐にわたる議論がなされた。このフォーラムの講

演内容やパネル討論会での議論については後日報

告書としてまとめられ配布される予定です。 

 行政、ＮＰＯ、研究者、住民、企業などこれま

で結びつきの少なかった各主体が連携を取り合っ

て環境保全をめざすパートナーシップは、環境基

本計画にも盛り込まれ、２１世紀のめざすべき方

向として定着しつつある。その１つの現れとして

自然再生推進法では自然再生のために、従来の行

政主体の事業ではなく、ＮＰＯ法人や専門家も加

わった新たな取り組み方が組み込まれている。し

かしながら、まだ十分に市民活動が成熟していな

い今日、パートナーシップを中心とした運営には

多くの問題が発生しそうな雰囲気である。事業の

主体となるＮＰＯをどのような基準で誰が選ぶの

か？ 飯島氏の発表ではこのような問題点も指摘

され、今後の展開に向けてさらに検討していくべ

き課題が山積みされていることが認識された。ま

た、専門家の関わり方として、調整役として中立

の立場をとるのか、事業推進の立場から特定のＮ

ＰＯと組んで事業化をめざすのか、いろいろ考え

させられるフォーラムであった。とにかく、行政

や専門家に対して説得力のある提案が出来るよう、

市民活動のレベルを高め、実力のあるＮＰＯを育

てていくことが重要であると感じられた。 
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３ 理事会報告 
 

2002 年 12 月 24 日（土）に第 20 回理事会が開

催され、2003 年度の活動方針、各委員会からの報

告などを審議しました。以下に議事の内容を報告

します。 

〔第 20 回理事会議事要旨〕 

日 時：2002 年 12 月 24 日（土）14:00～15:30 

場 所：麹町会議室 

出席者：廣瀬、山岸、小倉、井上、楠田、小林、

角野 

１）第７回大会について 

第７回大会は福岡で開催し、日程は 10 月３～５

日とする。会場は九州国際大学の予定で調整する。 

公開シンポジウムについては、國井理事に調整

を進めていただいており、招聘はオーストラリア

からとする。現在候補者にグリフィス大学の

Stuart Bunn 氏が挙がっている。年明けに決定す

る予定である。 

２）普及委員会 

(1)2003 年度の企画として「釧路湿原自然再生セ

ミナー」（自然再生シリーズの第二弾。実施予

定時期：2003 年 6 月 20 日～21 日。実施予定

場所：釧路）を調整中である。現在講演者の

内諾は概ね得られているとの報告があり、実

施の方向で進める。 

(2)五ケ年計画の総括については、委員長責任でま

とめて欲しい。 

３）交流委員会 

(1)海外派遣については 2002 年度は応募がなかっ

たが、2003 年度は一応現規程どおりに公募す

る。公募の周知徹底に務め、会員外にも会員

になることを条件に広報する。なお、応募が

なかった場合には、交流委員会および理事会

で協議する。派遣先の候補については理事等

から情報収集する。また、2004 年度から海外

事情の調査のための派遣についても今後検討

する。 

(2)会誌の英語版の創設という提案については、今

後編集委員会で議論してもらう。 

(3)韓国との交流については、2004 年度の公開シ

ンポジウムや大会への韓国からの招聘の方向

については了解するが、ジョイントでシンポ

ジウムなどを行うことについては、交流先と

して韓国に限るのではなく、アジア全域を指

向することが望ましいことから、今後学会全

体で慎重に検討する。 

(4)他分野との学術交流をさらに推進する方策と

しての、会員によるミニワークショップなど

の開催については基本的にはどんどん進めて

欲しいが、予算も含めて進め方等（主催・共

催・後援など）については、企画が具体化し

た時点で理事会に報告、相談する。 

(5)交流委員会から要望高い学会のパンフレット

については、簡易版でもいいので作っておく

ことが望ましい。例えばパソコン上のファイ

ルで作っておき、必要に応じてプリントする

ようにすれば、費用も抑えられる。角野幹事

長を中心に進めて欲しい。 

４）研究開発委員会 

奨励研究のあり方、学会による業務受託のあり

方やニーズについては、会員にアンケート調査す

るなどして、委員会で調査・検討を推進して欲し

い。 

５）パートナーシップ委員会 

2002 年のフォーラムの成果などを受けて、2003

年４月頃に委員会を開き、2003 年度の企画やパー

トナーシップ会員のような制度のあり方について

検討して欲しい。水環境交流会のような組織との

タイアップなどについても検討し、NPO にもいろ

んなレベルのものがあることを考慮して、応用生

態工学会として何ができるのかを議論して欲しい。 

６）その他 

(1)これまでの基礎講座等の成果をまとめて応用

生態工学のシリーズの形で出版等ができるか

どうかについては、幹事会にまかせるので検

討して欲しい。できるだけ異分野、異業種を

意識したものがよいだろう。 
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(2)各地域での事業等については、楠田理事から提

案のあった九州でのシリーズ講習会とセミナ

ーの企画については、主催または共催で進め

て欲しい。また、東北での企画については、

東北地域の会員等と連絡し、当面事務局レベ

ルで進め方を検討して欲しい。 

(3)第21回理事会は2003年6月14日（土）の14:00

から開催する。 

 

 

４ 役員候補選考制度検討委員会報告 
 

応用生態工学会では、これまで役員（会長・副

会長・理事）については「次期役員候補者選考委

員会」を設置して候補を選考し、総会で選出する

などしてきましたが、候補についてもより透明性

を確保するとの観点から、「次期役員候補選考制

度」を定めることを目的として、検討委員会が開

催されました。 

本委員会はその設置が第 19 回理事会において

承認されたもので、会長、副会長、理事２名から

なる委員会が2002年 12月 24日に開催されました。

第 21 回理事会で 2003 年度からの試行が審議され

る予定となっています。 

下記に本委員会で策定された役員候補選考制度

の案を示します。なお、委員会では、本制度は近

い将来の会員による直接選挙制度の実施までの暫

定的なものとなるものであろうとの意見も出され

ています。 

 

〔委員会の日程等〕 

日 時：2002 年 12 月 24 日（土）14:00～15:30 

場 所：麹町会議室 

出席者：廣瀬、山岸、小倉、小林 

 

〔役員候補選考制度（案）〕 

(1)制度の対象 

本制度で候補を募る対象は、会長（1名）、副

会長（３名）とする。 

理事候補については、次年度以降制度の拡充

を検討することとし、当面従来どおりとする

（(8)参照）。 

(2)候補 

候補は、自薦・他薦を問わない。正会員５名

以上の推薦人の名簿を添えて届け出るものとす

る。 

(3)期間 

本制度に基づき候補を募る期間は、役員改選

年の７月１日から８月３１日（または総会の３

ケ月前～１ケ月前）とする。 

(4)届出の様式 

候補者の氏名及び推薦人名簿等は所定の様式

で学会事務局まで届け出るものとする。 

 

(5)推薦委員会 

候補を募る期間中に届出がない、または定員

に満たない場合は、推薦委員会を設置して候補

を選考する。 

本委員会は、現会長・副会長および会長が指

名する２名の理事からなるものとする。 

本委員会は、立候補・推薦期間後～総会まで

に開催する。 

(6)総会での選出 

総会では、候補となったもののなかから、会

長・副会長を選出する。候補者が複数の場合は

総会出席者による投票を行うものとする。 

(7)広報 

候補を募る方法等については、所定の期間ま

でにニュースレターで会員に連絡する。また、

学会ホームページに案内を掲載し、一般に公開

する。 

(8)次期理事候補 

次期理事候補については、「候補推薦委員会

（仮称）」で候補を選考する。 
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５ 交流委員会報告 

 

前記の理事会に先立って 2002 年 12 月 17 日に、

応用生態工学会の今後の交流（会員同士また他分

野との学術的な交流）について、交流委員会（委

員長辻本理事）で議論が行われました。以下にそ

の議事概要を報告します。 

日 時：2002 年 12 月 17 日 13:30～16:30 

場 所：麹町会議室 

出席者：辻本委員長、浅枝、清野、安田、西 

１）地域ワークショップ 

交流委員会は地域に交流の場を立ち上げること

も目指しており、今年度は北陸でワークショップ

を実施する。北陸地域には題材がたくさんあり、

継続的なワークショップの実施を交流委員会では

後押したい。水産学関係との交流の場にもできる

かも知れない。 

２）海外招聘について 

海外招聘は理事会が所掌する事項であるが、招

聘者からの「希望があれば視察・見学等の受け入

れは可能」との申し出を受けて、これをきっかけ

に国際的な交流として発展・継続させていくこと、

特に視察会の企画等について以下のような意見が

出された。 

(1)視察は民間会社の人が興味を持つと思うが、昨

今の経済的状況では応募は少ないかも知れな

い。 

(2)学会による企画・実行はすぐには難しいだろう。 

(3)他の組織の実施状況等資料集めはやってもよ

いかも知れない。 

３）五ケ年計画の総括 

・交流委員会は、官・学・民、生態学－土木工学

の連携などについてはワークショップ、シンポ

ジウムなどで、国際交流については海外派遣（若

手、技術者）という形で交流に務めてきた。 

・総括は、当初の目標を示し、実績を整理して、

それが目標のどれに関連しているか明示して、

達成度を示すことで行う。 

・シンポジウムや講座など、普及なのか交流なの

かがあいまいなものは、括弧書きで「＊＊委員

会とも関連する」と整理する。 

・交流の結果、どのような分野の会員が増えたか

ということも検討する。 

・達成できなかったことの原因を分析し、解決策

を検討して提案する。 

４）海外派遣について 

2002 年度の応募がなかったことも含め、あまり

活発でなかったことの原因が以下のように分析さ

れた。 

(1)個人の発表よりも、海外の第一人者などに接触

することで拡がりを求めてきた。 

(2)学会発表の支援ではなく、若手、技術者による

レポーター派遣であった。 

(3)支給額が中途半端なため、かえって動きにくい

のではないか。 

(4)技術者は景気が悪くなったため、行く人がほと

んど出てこない。 

(5)適切なテーマ設定が難しい。限定された分野の

例しか挙げられないことが多い。 

(6)若手研究者は、業績に直結する特化した学会へ

の参加を優先し、複合した学会は業績になり

にくいので、あまり興味を持たないのかも知

れない。 

(7)一般の人に、レポートを書いてくださいという

のは負担になるのではないか。 

(8)理事・幹事等が参加するものと日程がうまく合

わないこともあったのではないか。 

(9)制度に関する情報が浸透していないからでは

ないか。 

(10)関係者が学生などを行かせるのはお手盛りだ

との批判を受けそうで、遠慮していたのでは

ないか。 

・これからの方針として以下のような意見が出さ

れた。 

(1)セッションに参加して情報を持って帰っても

らうのが、会の役に立ち、派遣者にも有意義

で、やはり複合した領域の行事に行く人を求

めることが基本。 
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(2)学生・院生が、自費で行くよりも「レポーター

の仕事」としてでも行くことが考えられ、ニ

ーズはあるのではないか。 

(3)交流委員等の派遣の趣旨を理解している人を

派遣する方がむしろいいのかも知れない。 

(4)まわりに行く人がいないか理事や幹事に留意

してもらうことが必要ではないか。（派遣者

の）ターゲットを絞って行ってもらうことも

よしとしてはどうか。 

(5)学会等だけでなく、「事例収集」や「研修」も

対象にしてはどうか。やや難しいかも知れな

いが。 

(6)レポーター派遣であることをもう少し派遣要

綱で明確化してはどうか。 

 

また 2003 年度の方針としては以下のような意

見が出された。 

(1)来年度はもう少し周知を徹底して、もう一度や

ってみる。その上で再度検討する。 

(2)会員になることが条件とした上で、メーリング

リストや関連する学会にも募集情報を流すの

もいいのではないか。 

(3)2003 年度については、公募は行い、応募がな

ければ韓国との交流などに使うことも考えら

れる。 

(4)理事・幹事などから早期に来年度の国際学会等

の行事予定について情報を事務局に集める。

１月はじめを目標とする。 

(5)候補となるところを提示するが、そのほかでも

応用生態工学の総合的な題目にあったものな

らかまわないとする。 

(6)派遣先候補の情報をホームページに蓄積し、周

知を図る。 

(7)公募期間は４月までとする（夏休み中の派遣を

視野に入れる）。 

(8)次号のニュースレターおよびその他の方法で

広報する。４月すぎて応募がないときには、

派遣先を絞って（韓国など）再度募集すると

いうことも議論する。 

５）交流のための学会パンフレット 

内容を盛り込みすぎず、A3 見開きぐらいのもの

が望ましい。また、載せるものは、理事会等で合

意された文書等とする。 

６）会誌英語版について 

・交流委員会は、学術交流に大きなウエイトを置

いているが、技術者交流という面からみると、

現在の会誌の状態は若干中途半端であるという

考え方を持っているとの意見を述べておきたい。 

・もっと海外に出て行くのか、国内に腰をすえる

のかで作戦が変わってくるだろう。 

・次のステップとしては、国際誌であろう。そこ

にアカデミックな部分を持たせると、日本版が

楽になるだろう。技術者にとっても読めるし、

役に立つものとなるだろう。 

・応用生態工学的な分野での国際誌は Regulated 

Rivers だけである。かなり生物寄りの雑誌でも

あり、もう少し複合的なものはないと言えるの

で、今がチャンスかも知れない。 

７）韓国との交流(INTECOL-Korea をきっかけとし

て) 

・交流委員会としては、韓国との交流は２００３

年はボランタリーにやっていただきたい（学会

は「後援」という立場をとる）。ただし交流委員

はできるだけそれに参加して交流を図る。 

・交流委員会がイニシアチブを取って、秋に韓国

でジョイントセミナーをやることなどを提案し

たい。この２度の交流を通じて、組織同士の合

意を固めていけばよいのではないか。秋のセミ

ナーが可能ならば、学会からの講師の派遣も検

討する必要が生じるかも知れない。この場合、

韓国なら往復６万円くらいなので、例年海外派

遣に計上する予算でも５名を送り込むことが可

能ではある。 

・韓国側の組織化が不十分であれば、数年の間に

進めてもらうよう依頼することも可能。 

・これを踏まえて、2004 年の海外招聘・公開シン

ポが「アジア」がターゲットになっているので、

韓国から数名をゲストスピーカー・パネラーで
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招く、研究発表会にも参加してもらうことも可

能だろう。2004 年大会で韓国とのジョイントシ

ンポジウムを行うというシナリオもあるうるだ

ろう。 

８）第３回世界水フォーラム 

・応用生態工学会としても、交流委員会で引き続

きコミットするのがよいだろう。 

・吉野川を上流から下流までみるエクスカーショ

ンの企画もある。これも含め他にも役員が関係

するなどのセッションがあるはずなので、情報

提供・紹介を行ってはどうか。 

９）学術交流について 

・これまで応用生態工学会とあまり交流のなかっ

た分野としては、陸水では湖沼、衛生工学（化

学）、河川の物質循環、河口、水産、海岸、林学・

森林などであろう。 

・応用生態工学は水にからんだことだけではない

はずなのだが、交流は少なかった。原因はいろ

いろ考えられるが、交流委員会としては以下の

活動を考えて行ってはどうか。 

(1)沿岸環境関連学会連絡協議会などとの共催

シンポジウムなどを検討する。 

(2)大学の講義で非常勤講師を呼んでくること

に似たような、オープンで小さなワークショ

ップを、あまり構えないで数多くやってはど

うか。共催でもいい。これを会誌で特集など

をやる前に実施すれば情報収集もできる。 

(3)より化学的なエコロジーの問題をとりあげ

てもよいだろう。 

(4)個人的に、行政や民間団体との活動のなかで、

さまざまなイベントを開催してきているが、

これらの中には学会と関連づけられるもの

も多々ある。今後、これらを学会の後援イベ

ントとしても位置づけられるようにしてい

きたい。 

 

 

 

 

６ 2003 年度国際交流海外学会等へ

の派遣者募集開始！ 
 

応用生態工学会・交流委員会（辻本哲郎委員長）

では、2002 年度の海外学会等派遣者の募集を開始

しますので、下記募集要領に基づき事務局まで申

込下さい。 

【海外学会等への派遣者募集要領】 

１）目的： 

自然環境と開発の問題については、我が国だけ

に限らず多くの国々で関心が持たれ、様々な研究

と実践的な試みが行われて来ている。 

応用生態工学を発展させるためには、こうした

海外での活動に積極的に係わり参加することによ

って、情報を得、人的交流を図ることが求められ

ている。 

応用生態工学会では、ここに会員から希望者を

募り、「派遣研究員」を審査選考して、海外で開催

される関連学会・シンポジウム・国際会議等に派

遣し、その内容を全会員に報告するものである。 

２）派遣関連学会等： 

2003年度に海外で開催される応用生態工学に関

連する学会・シンポジウム・会議等で、以下役員

等から得た情報をお知らせいたします。これらは、

いずれも応用生態工学に関連するものです。応募

するにあたって、これら以外の会議等である場合、

開催団体および開催内容がどのように応用生態工

学と関連するか言及して下さい。 

なお、これら以外の関連学会等については、新

しい情報が入り次第ホームページに掲載します。 

〈派遣候補１〉 

名称：第６回国際景観生態学連合世界大会

（IALE2003） 

開催期間：2003 年 7 月 13～17 日 

開催地：オーストラリア・ダーウィン 

内容：景観生態学の新分野、総合的な科学として

の位置づけなど 

詳細情報：http://www.iale.ntu.edu.au 
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〈派遣候補２〉 

名称：ESA(アメリカ生態学会)と ISEM-NA(国際生

態モデリング学会北米)の合同年会 

開催期間：2003 年 8 月 3～8 日 

開催地：米国ジョージア州サバンナ 

内容：「上流から下流へ：地球規模変動時代の海岸

過程」気候変動や海面上昇が沿岸生態系に与える

影響や、河川流域と沿岸の関係等 

詳細情報：http://www.esa.org/savannah/ 

〈派遣候補３〉 

名称：第 9回河川研究と応用に関する国際会議（旧

制御河川国際シンポジウム） 

Ninth International Conference on River 

Research and Applications 

開催期間：2003 年 7 月 6～11 日 

開催地：オーストラリア，ニューサウスウエール

ズ・オルベリー 

内容： 「河川システムの変動特性(The Nature of 

Variability in River Systems)」 

詳細情報：http://www.conlog.com.au/nisors ま

たは応用生態工学会ニュースレター19 号参照 

〈派遣候補４〉 

名称：国際ＩＦＩＭユーザーワークショップ 

開催期間：2003 年 6 月 2～5 日 

開催地：米国コロラド州フォートコリンズ 

内容：IFIM に関する、生物学、水理学、ケースス

タディ、制度、実例などの話題 

詳細情報：応用生態工学研究会ニュースレター18

号参照 

〈派遣候補５〉 

名称：NABS2003(North American Benthological 

Society) 

開催期間：2003 年 5 月 27～31 日 

開催地：米国ジョージア州 Athens 

内容：淡水生態系保全のための科学、ＮＧＯの見

解、生物アセスメントでの生態系機能の取り扱い

など多様な話題。 

詳細情報：http://www.benthos.org/ 

 

３）選考基準：（申請書類より判断） 

(1) 資格＝①応用生態工学会の正・学生会員であ

ること（募集開始時点で会員でなくても、会員と

なることを条件として応募可能とする。）。②応用

生態工学に興味を持つ学生あるいは 35 歳未満の

大学・研究機関研究者、技術者。 

(2) 適性を判断する項目 

①派遣対象となる会議のテーマと本人のバックグ

ラウンド（研究・調査経験）の合致性 

②派遣対象となる会議で何を学ぼうとしているの

か、その焦点を明確に述べているか否か 

③国際会議に出席して内容を把握できる能力の推

定（海外経験等） 

④応用生態工学への関心の度合い 

⑤参考として応用生態工学会での活動・参加状況 

(3) 派遣研究員の選考 

①2003 年度は、学会としての助成総額を 30 万円

とし、適性者数・派遣先等を考慮して、派遣研究

員数・個別助成費用を決める。 

②資格・適性基準を満たすものについては、費用

の助成をしなくても「派遣研究員」として認める

ことが出来るものとする。ただし、当人は辞退で

きる。 

③ 選考にあたっては交流委員会で審査して候補

者を選び、理事会において決定する。 

４）応募条件： 

(1) 関連学会等への参加手続き、旅行手続き（国

際航空便、宿泊予約等）は全て派遣研究員が行う。 

(2) 関連学会等に現地で参加し、帰国後応用生態

工学会にその内容を報告する。報告はニュースレ

ター或いは会誌に掲載する。 

(3) 旅行中の事故などについては、当学会は責を

負わない。 

５）申込み申請書： 

派遣希望者は、会員番号、氏名、所属、連絡先（〒･

住所･TEL･FAX･E-mail）、年齢、男女、専門分野、

希望派遣学会等（開催会議等の名称、主催者名、

開催月日、開催国･地名、会議等の目的･内容、現

地見学会有無と内容、参加申し込み期限、参加費、
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研究発表をするか否か、案内パンフ等がありまし

たらそのコピーをお送り下さい）、および派遣希望

理由（選考基準参照のこと）を、計 A4 二枚以内

（書式自由）にまとめ、郵送･FAX･E-mail 等にて

事務局に申し込み下さい。 

６）申込期限：2003 年 4 月 30 日（水）事務局必

着。 

７）派遣決定時期：2003 年 5 月末（予定） 

 

 

７ 北陸ワークショップ開催報告 
応用生態工学会事務局 

 

2003 年 1 月 25 日（土）～26 日（日）に、北陸

地域で初開催となる現地ワークショップ「北陸の

水辺を考える」が開催されました（のべ 106 名参

加）。現地見学会では金沢市内の用水や手取川河口

の現状などを視察し、翌日に金沢市中央公民館で

92名の参加を得て事例報告と総合討論が行われま

した。 

当日の事例報告のタイトルと講演者は以下のと

おりで、さまざまな角度から北陸の水辺の現状に

ついて報告が行われました。 

〔事例報告〕 

１）「手取川七ケ用水の水草」 

（いしかわ動物園飼育第２課長 佐野 修） 

２）「金沢の用水と今後の管理上の課題」 

（金沢市用水・みち筋整備課長 浜谷 晃） 

３）「北陸の両生類とその生息環境」 

（石川県両生爬虫類研究会代表 宮崎 光二）   

４）「梯川の水辺の現状と国土交通省の取り組み」

（金沢工事事務所 調査第一課長 畠中 泰彦） 

５）「北陸における淡水魚の生息状況と問題点」 

（富山大学教育学部教授 田中 晋） 

 

総合討論では、玉井副会長を座長として北陸の

水辺が抱える問題についてさまざまな観点から議

論が行われました。河川の自然再生と利水の問題、

生態学と工学の観点での自然に対する認識の違い、

雪・潟など北陸の水環境の特性、海と森との関係

やそれをつなぐ河川の現状、エコリージョンのよ

うな広域的な視点、問題解決に向けての応用生態

工学への期待など多様な話題が出されました。ま

た、議論すべきことが多いことから、今後北陸地

域では継続してワークショップのような交流の場

を持つことが提案されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現地見学の様子（手取川河口） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雪のちらつく中金沢市内の用水を見学する参加者 
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ワークショップの趣旨説明をする玉井副会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合討論の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熱心に質問する参加者 

 

 

 

８ メーリングリスト開設のお知らせ 

 

応用生態工学会では、会員相互の交流や会員以

外の方とも交流を行うことを目的として、このほ

どメーリングリスト<ece-ml@ecesj.com>を開設い

たしました。学会の行事や関連情報も適宜流す予

定ですので、ぜひご参加くださいますようお知ら

せいたします。また、お近くの方にぜひご参加を

お勧めくださいますようお願いいたします。 

なお、現在応用生態工学会の会員であっても、

メーリングリストに自動的にアドレスを登録する

ことは致しませんので、参加ご希望の方は、お手

数ですが以下のいずれかの方法で参加登録をお願

いします。 

 

１）ホームページからの申し込み 

 ホームページの「メーリングリスト」からお

申し込みください。事務局へ情報が送られます

ので、数日中に登録を行います。お急ぎの方は

３）の方法で登録してください。 

２）管理者（応用生態工学会事務局）宛に参加希

望のメールを送信 

以下の情報を添付してください。 

(1)氏名、(2)ふりがな、(3)所属、(4)メール

アドレス（半角文字）、(5)現在のご専門または

研究テーマ（２０文字以内） 

３）メールによる自動登録 

「subscribe」というコマンドをメール本文に

書いて、アドレス <ece-ml-ctl@ecesj.com> へ

送って下さい。 

メーリングリストへの参加にあたっては、下記

のような一般的なエチケットを遵守してください。

（http://www.kt.rim.or.jp/~atsato/beginer/pa

rt2/etiquette.htmlなども参考にしてください。） 

・メールはテキスト形式で送り、半角かな・機

種依存文字は使用しない。 

・ＨＴＭＬ等の書式付きのメールやファイル添

付したメールは不可。 

・他人への誹謗中傷、営利目的の投稿は不可 
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・携帯電話等へのメール転送はエラーが生じる

恐れがありますので避けてください。 

・ウィルス対策をしっかり整えましょう。 

 

９ 事務局報告 

やっとニュースレター２０号をお届けできまし

た。会員の皆様にはお待たせして申し訳ありませ

ん。 

事務局長を拝命してやがて１年が過ぎ、２度目

の春を迎えようとしていますが、会員の皆様のご

支援・ご協力でなんとかいろいろな行事を進める

ことができ、本当にあっという間でした。 

さて、事務局ではこのニュースレターとともに

会員の皆様への広報等の方法として、課題だった

メーリングリストも開設することができました。

より会員間あるいはそれ以外の方々との交流が進

めばと期待しています。 

このメーリングリストのほかに、ホームページ

を重視し、できるだけ速報性のある情報を掲載す

るよう務めています。また、異動などに伴う所属・

住所会員情報の変更ができるよう、連絡フォーム

も設けています。一度のぞいてみていただき、ぜ

ひ「お気に入り」に加えてくださいますようお願

いいたします。 

2003 年度も、北海道、福岡（大会）、北陸、東

北その他の各地での企画が予定されています。会

員の皆様にはぜひご参加くださいますようお願い

します。 

 

【研究会活動】（2002 年 7 月～2003 年 2 月） 

7.20 福岡・シリーズ講習会「水域生態系保全―

Ⅱ.考え方と技法」第 4 回「河川生態系保

全への工学からのアプローチ」講師：辻本

哲郎（名古屋大学） 52 名参加 

7.22 ニュースレターNo.18 発行（第 6 回大会案

内、奨励研究募集等） 

7.23 北陸ワークショップ準備会（金沢） 

7.26 第 6 回大会実行委員会開催  

8.10 松江フォーラム実行委員会開催（島根県立

宍道湖自然館ゴビウス）  

9.13 会誌「応用生態工学」5 巻 1 号発行  

9.13 付け  学術研究団体登録  

9.17 全会員へ第 6回大会案内、松江フォーラム

案内を発送  

9.17～18  国際シンポジウム「川の自然再生」（後援）  

9.17 第 6 回大会実行委員会開催  

9.21 福岡・シリーズ講習会「水域生態系保全―

Ⅱ.考え方と技法」第 5 回「陸上動物の保

全－考え方と新しい技法－」講師：傳田正

利(土木研究所) 

10.4 第 11 回会誌編集委員会開催（麹町会議室） 

10.5 第 19 回理事会開催（科学技術館６F 会議

室） 

10.5～6 第 6 回大会開催（東京北の丸科学技術館サ

イエンスホール） 261 名参加 

10.5 第 6 回総会開催 （東京北の丸科学技術館

サイエンスホール） 

10.5 第 20 回幹事会開催（科学技術館６F 会議

室） 

10.5 公開シンポジウム「生態学と工学の連携－

総合流域管理に向けて－」オーストリア：

ハンス・ピーター・ナハトネーべル教授（ウ

イーン農業大学）ほか開催 

10.5～6 第 6 回研究発表会（口頭発表・ポスター発

表）開催  

10.19 福岡・シリーズ講習会「水域生態系保全―

Ⅱ.考え方と技法」第 6 回「河川の水生昆

虫の保全－考え方と技法」講師：谷田一三

（大阪府立大学） 

10.29 日本学術会議にて、「日本学術会議の在り

方に関する説明会」 

11.2～3 パートナーシップ委員会「自然再生事業と

市民活動－霞ヶ浦・琵琶湖・宍道湖・中海

-」現地及びフォーラム：会場テルサ 

11.5 仙台にて東北地域のシンポジウム等の準

備のため関係者と相談。 

11.16 福岡・シリーズ講習会「水域生態系保全―

Ⅱ.考え方と技法」第 7 回「河川における

魚類の保全」講師：水野信彦（愛媛大学名

誉教授） 

12.5 北陸現地ワークショップ実行委員会（金沢

市） 

12.10 ニュースレターNo.19 発行 
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12.13 交流委員会開催（麹町会議室） 

12.24 第 20 回理事会開催（麹町会議室）、役員選

出制度検討委員会開催（麹町会議室） 

 

2003 年（平成 15 年） 

1.16 「第４回東京湾海洋環境シンポジウム」

（共催）開催  

1.22 仙台にて東北地域のシンポジウム等の準

備のため関係者と相談。 

1.25～26  応用生態工学会北陸現地ワークショップ

（北陸地域で初開催）「北陸の水辺を考え

る」（金沢市中央公民館、2003 年１月 25～

26 日）106 名参加 

2.7 公開シンポジウム『長良川河口堰の影響に

関するモニタリング評価―応用生態工学

特集を読む－』（名古屋市市桜華会館） 

2.14 日本学術会議にて、「第 19 期の会員候補

者・推薦人届出に関する説明会」 

2.14 平成 15 年度河川整備基金申請書提出。件

名「応用生態工学の国際的ﾈｯﾄﾜｰｸ構築（そ

の 4）」 

3 月 会誌「応用生態工学」5 巻 2 号発行予定  

3 月 第 3 回世界水フォーラム 

3.31 2002 年度終了 

 

 

 

 

 

 

［2002 年 2 月 28 日現在会員数］ 
正（学生）会員         1,130 名 
賛助会員              56 法人 
 

 

 

 
 

応用生態工学会事務局 
〒102-0083 東京都千代田区麹町４－５ 第七麹町ビル（２Ｆ 25 号室） 

TEL. 03-5216-8401  FAX. 03-5216-8520 
Ｅ -mail: see ＠ blue.ocn.ne.jp ホームページ:http://www.ecesj.com/ 

〔地下鉄有楽町線麹町駅２番出口徒歩３分〕 
〔地下鉄半蔵門線半蔵門駅徒歩７分〕 

〔ＪＲ中央線四ツ谷駅徒歩 10 分〕 
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